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辞 祝 

市制施行70周年を祝して 市制施行70周年を祝して 

　本年11月、館山市は世紀を越えて『市制施行７０
周年』という大変意義のある節目の年を迎えました。 
 これまで、市勢発展のために、その歴史と伝統を
紡いできた歴代の市長はじめ職員、御尽力いただ
きました多くの先輩並びに市民各位に、心より敬意
を表します。 
　本市は、波静かな館山湾や白砂青松の自然美、
暖冬涼夏の気候といった恵まれた自然に加え、東
京湾アクアラインの開通や館山自動車道の全線開
通による都心との時間距離の大幅な短縮により、半
島性から脱却し、飛躍する転換期を迎えております。 
 そこで、首都圏内のリゾート文化都市としての使
命を自覚しつつ、来訪する観光客に大きな期待を
寄せ、「観光立市たてやま」、「観光圏安房」の実
現を目指し、躍進的な歩みを続けるとともに、教育、
福祉等での整備充実に取り組みながら、自然・歴史・
文化を基とした精神及び経済の自主、自立を目指し、
明るく豊かな文化福祉都市を創造してまいります。 
　今まさに、我々は「変革の時代」の中で生きており、
後世のためにも、その向かうべき新たな方向や展望
をしっかり見据えて、『ふるさと館山のまちづくり』を
進め、“輝き”、“実り”のある時代となりますよう、市
民の皆様とともに、発展の礎を築いてまいりたいと
考えております。 
 これからも、市勢発展のため最善の努力をいたし
てまいりますので、どうか皆様には、ふるさとを愛す
る市民として、また、指導者として、館山市の発展の
ため、今後も、より一層の御支援、御協力をお願い
申し上げまして、御挨拶といたします。 

　市制施行70周年を迎えるにあたりまして、市議会
を代表して御挨拶申し上げます。 
　ご存じのとおり、本市は昭和14年に千葉県下５
番目の市として市制を施行いたしました。そして、昭
和29年の合併を経て、現在の館山市となったわけ
であります。 
　以降、本市は、南房総地域の政治、経済、文化
の中心都市としての使命と自覚を持ち、市民の皆
さんのご努力はもとより、関係各方面のご支援等に
より、生活環境の整備を進めるとともに、教育、福祉
等あらゆる面での充実に努めてまいりました。 
　さて、日本全体を見ますと、昭和時代の高度経済
成長は終焉を迎え、平成の時代になって、はや21年、
内外、天地とも平和が達成されるという意味が込め
られておりますが、少子高齢化社会となり、経済は
停滞し、自治体の財政はひっ迫しております。 
　私は、暗い話題が多い現在、この市制施行70周
年を一つの節目としてとらえ、市民の皆様とともに
一丸となって、住んでよかった、住みたいと思えるまち、
「館山市」を築き上げていきたいと考えております。 
　市民憲章の一文に「力をあわせて豊かな郷土を
築きましょう。」とあります。市民憲章の精神を思い
浮かべ、愛し愛される館山市になることを願ってや
みません。 
　私ども議会といたしましても、市民の皆様と連携
を密にし、市勢の進展のため、さらに努力してまいり
ます。 
　終わりに、館山市の限りない発展と市民の皆様
のご健勝をお祈り申し上げ、御挨拶といたします。 

館山市議会議長 館山市長 
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Bellingham

Port Stephens

 ベリンハム市とベリンハム姉妹都市委員会を代表して、
館山市制施行70周年にあたりまして一言お祝い申し上
げます。 
　昨年、館山市とベリンハム市は姉妹都市締結50周年
を迎え、これを祝すことができました。私どもは、館山市と
多くの時間を共に歩んでこられたことを大変光栄に存じ
ます。 

 館山市 を訪れた多くのベリンハム市民は、館山市の皆様の大変素晴らしいお
もてなしを受け、両市の絆はより強いものとなりました。 
 あらためて、館山市制施行70周年にお祝いを申し上げるとともに、今後の両
市の交流を楽しみにしております。 

 
ベリンハム市長　ダン・パイク 
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　はじめに、館山市制施行７０周年を迎えられましたこと
にお祝い申し上げます。 
　このたび、記念式典にお招きいただき、貴市とポートステ
ィーブンス市の友好関係を一層確認しあう機会を与えてく
ださったことを大変光栄に存じます。 
　貴市とポートスティーブンス市には、美しい海岸線があり、
田園地帯と市街地が共存するなどの共通点がございます。
また、両市とも市民からも来訪者からも愛されていることも似ている点でございます。 
　貴市の記念式典に館山市長からお招きいただきましたことは大変な喜びです。 
　両市が友好都市として１０年を迎えるこの年に、姉妹都市への名称変更は、両
市の絆をより強くするものであり、将来も変わらない友好関係の証になっていくも
のと確信しております。 
 ポートスティーブンス市を代表いたしまして、両市の将来がこれまでと同様に素
晴らしいものになることを願っております。 
 

 ポートスティーブンス市長　ブルース・マッケンジー 
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11～14代●昭和49年12月～ 
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5代●昭和26年4月～ 

&'�()
3・4代●昭和21年6月～ 2代●昭和19年2月～ 

*+�,-
初代●昭和15年1月～ 

17・18代●平成10年12月～ 15・16代●平成2年12月～ 8～10代●昭和37年12月～ 6・7代●昭和29年12月～ 
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▲名誉市民証
の贈呈 

▲表彰状の贈
呈 

▲表彰者代表
謝辞 

▲吉田惠年議長挨拶 

▲ポートスティーブン市へ友好盾の贈呈 

▲「黒潮太鼓」の演奏を行う 
　館山白百合幼稚園合奏団 

▲記念式典で式辞を述べる金丸謙一市長 
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民
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を
贈
ら
れ
る
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と

な
っ
た
、黒
川
浩
さ
ん
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さ

ん
を
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で
市
の
発

展
に
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く
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金
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出
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将
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ま
た
、閉
式
後
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30
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潮
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　秋　山 　光　章　　植　木　 　　馨　　島　田 　　　保　　鈴　木　 順　子　　鈴　木 　忠　夫　　闍　梨 　伸　太 
　辻　田 　　　実　　永　井　 龍　平　　増　田 　基　彦　　脇　田 　安　保 
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　飯　沼 　宏太郎　　闍　橋 　雅　美　　竹　山 　　　眞　　對　馬 　郁　夫　　松　坂 　誠　一 
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　川　名 　克　巳　　黒　川 　市之助　　小　金　 晴　男　　佐　　 　貞　治　　佐　野 　金　治　　白　幡 　　　賢 
　鈴　木 　　　保　　外　山　 庄　次　　本　多　 忠　勝　　山　本 　義　明 
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　石　井 　　　治　　石　井 　隆　道　　石　井 　武　美　　太　田 　雅　文　　川　名 　笑　子　　　　井 　玲　子 
　清　川 　正　章　　島　田 　牧　子　　鈴　木 　雅　彦　　鈴　木 　八千代　　関　　 　好　明　　角　田 　眞一郎 
　富　永 　眞知子　　原　田 　孝　一　　平　野 　晴　夫　　堀　口 　　　隆　　本位田 　泰　介　　本　多 　　　　 
　本　橋 　雅　春　　山　口 　健　次　　山　口 　玲　子　　遊　佐　 頌　三 
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　上　野 　闊　司　　　　山　 千鶴子　　川　闢 　藤　枝　　笹　子 　よし子　　佐　生 　　　厚　　曽　根 　康　子 
　牧　野 　孝　雄　　森　谷 　才　子　　山　中 　富美子　　渡　邉 　豊　子 
  
� !"#��
　秋　山 　順　一　　石　井 　利　明　　伊　　 　領　英　　大　内 　　　実　　小　倉 　宣　子　　長　田 　三　男 
　小　澤 　敬　一　　川　名 　泰　子　　川　間 　昭　夫　　黒　川 　三喜男　　小　沼 　　　晃　　笹　谷 　義　則 
　佐　野 　　　勲　　嶋　田 　宏　昂　　島　田 　吉　闊　　下　田 　俊　郎　　神　保　　 　正　　鈴　木 　昭　二 
　鈴　木 　隆　志　　鈴　木 　　　寛　　闍　橋 　正　夫　　滝　口　 鞜　郎　　出　口 　忠　明　　中　田　 恵　三 
　芳　賀 　惠　一　　饌　田 　正　道　　原　口 　陽太郎　　町　田 　保　芳　　三　平 　喜　美　　山　中 　金治郎 
　吉　野 　驪　志　　和　田 　邦　夫 
  
�$%&'(��
　●ティム・シルト＆田村シルト芳子　●旭化成東光パワーデバイス㈱　●安房医師会館山支部　●安房運輸グループ 
　●安房露商組合　●㈱石井工務店　●エスペランサ館山　●㈱岡部建設　●おどやグループ　●㈱尾張屋 
　●海上自衛隊第２１航空群　●甲冑里見サークル　●㈲川合商事　●㈲小林貴金属店　●ＪＦＥテクノス㈱ 
　●㈱嶋屋　●集賛舎㈱　●白幡興業㈱　●㈱杉井工業所　●高繁商会㈱　●館山国際交流協会 
　●館山市明るい選挙推進協議会　●館山市金融団　●館山市建設協力会　●館山市スポーツ少年団　●館山市体育協会 
　●館山市中央公民館サークル連絡会　●館山市婦人スポーツクラブ　●館山商工会議所青年部 
　●譚館山白百合学園・幼稚園　●館山遊技場組合　●千葉県医師連盟安房支部　●千葉県税理士会館山支部 
　●㈱東光　●那古商店連盟　●㈱計工務店　●㈱服部　●波奈総本店　●布哇観光事業グループ　●本間企業グループ 
　●㈲三平商会　●㈲宮沢書店　●㈱八幡不動産　●ロックシティ館山ショッピングセンター 
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　川　名 　定　夫　　　佐野　　雄・佐野　千里　 　㈱ 三 浦 商 店 
 　　 
���+,
　鵜　澤　 善次郎　　押　本 　安　子　　北　原 　喜　一　　久野田　 スミ子　　熊　澤 　良　彦　　小　山　　 　博 
　鈴　木　　　 稔　　闍　橋 　孝　幸　　田　邊　　 　進　　鶴　賀 　ひろみ　　羽　山 　幸　夫　　福　岡 　信　治 
　福　島 　譲　治　　増　田 　健　次　　隶　坂 　一　男　　溝　口 　　　洋　　村　田　　 　猛　　八　代 　健　正 
　安　田 　驪　一　　山　中 　謙太郎　　吉　川 　貴　之　　吉　田 　惠　年　　鐡　田 　佐代子 

館山市名誉市民 館山市名誉市民 

市制施行７０周年記念特別功労表彰者 市制施行７０周年記念特別功労表彰者 
（５０音順・敬称略） 

市表彰条例表彰者 市表彰条例表彰者 
（５０音順・敬称略） 
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伊戸在住  ７８歳 館山在住  ８６歳 
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、館
野
、九
重
の
六
か
村 

館
山
市
へ
合
併 

ベ
リ
ン
ハ
ム
市（
米
）と
姉
妹
都
市
締
結 

南
房
総
国
定
公
園
指
定 

市
制
施
行
20
周
年
・ 

市
役
所
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典
開
催 

国
民
宿
舎
鳩
山
荘
開
設 

館
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
開
設 

公
明
選
挙
都
市
宣
言 

館
山
市
藤
原
衛
生
処
理
場
完
成 

国
民
休
暇
村
に
し
ざ
き
荘
開
設 

館
山
高
等
学
校
県
立
移
管 

交
通
安
全
都
市
宣
言 

南
房
州
有
料
道
路（
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
）開
通 

館
山
市
正
木
衛
生
処
理
場
完
成 

北
条
海
岸
や
し
並
木
造
成（
42
年
〜
43
年
） 

館
山
市
民
セ
ン
タ
ー
開
設 

房
総
西
線
電
化
開
通 

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
開
催 

館
山
市
民
憲
章
制
定 

館
山
市
豊
房
育
成
牧
場
開
設 

北
条
小
学
校
新
築
移
転 

館
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設 

南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
開
設 

館
山
市
温
水
プ
ー
ル
開
設 

昭
和 14

年 

 
18
年 

19
年 

25
年 

 

28
年 

 

29
年 

 

33
年 

 

35
年 

  

37
年 

38
年 

 

39
年 

40
年 

 

41
年 

 

42
年 

43
年 

44
年 

  

45
年  

11
月 

 

8
月 

4
月 

3
月 

10
月 

5
月 

9
月 

5
月 

 

7
月 

8
月 

4
月 

 

7
月 

7
月 

3
月 

4
月 

7
月 

4
月 

9
月 

4
月 

10
月 

 

5
月 

7
月 

11
月 

 

8
月 

9
月 

10
月 

  

12
月 

館
山
市
教
育
放
送
セ
ン
タ
ー
完
成 

館
山
市
図
書
館
新
築
移
転 

館
山
市
消
防
署
、安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏 

事
務
組
合
に
移
管 

館
山
市
中
央
公
園
開
設 

特
急
さ
ざ
な
み
開
通 

館
山
市
老
人
憲
章
制
定 

山
梨
県
石
和
町
と
姉
妹
都
市
締
結 

第
28
回
国
民
体
育
大
会（
若
潮
国
体
）千
葉
県
で
開
催 

夏
季
大
会
ヨ
ッ
ト
会
場
と
な
る 

秋
季
大
会
柔
道
会
場(

館
山
高
等
学
校)

、 

剣
道
会
場(

市
民
セ
ン
タ
ー)

と
な
る 

福
祉
都
市
宣
言 

館
山
市
環
境
保
全
公
社
設
立 

館
山
市
基
本
構
想
制
定 

房
州
水
道
株
式
会
社
市
営
移
管 

中
央
保
育
園
開
園 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
完
成 

作
名
ダ
ム
竣
工 

市
民
運
動
場
開
設 

館
山
市
営
市
民
体
育
館
完
成 

館
山
市
福
祉
作
業
所
開
設 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催 

青
色
申
告
都
市
宣
言 

神
余
中
、豊
房
中
、第
四
中
学
校
閉
校 

第
三
中
学
校
開
校 

東
市
民
運
動
場
開
設 

観
光
い
ち
ご
園
オ
ー
プ
ン 

第
１
回
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催 

館
山
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
竣
工 

東
小
学
校
、西
小
学
校
閉
校 

西
岬
中
学
校
閉
校 

西
岬
小
学
校
開
校 

館
山
市
立
博
物
館（
分
館
）開
館 

第
１
回
城
ま
つ
り
開
催 

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館 

館
山
市
立
博
物
館(

本
館)

開
館 

西
岬
市
民
体
育
館
開
館 

豊
津
地
区
学
習
等
供
用
施
設
開
設 

館
山
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
竣
工 

出
野
尾
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竣
工 

県
立
館
山
運
動
公
園
開
園 

47
年 

     

48
年 

     

49
年 

  

50
年 

  

51
年 

53
年 

54
年 

  

55
年 

   

56
年 

 

57
年 

     

58
年 

 
59
年 

2
月 

 

4
月 

 

6
月 

7
月 

9
月 

5
月 

9
月 

 

10
月 

 

6
月 

9
月 

10
月 

4
月 

 

12
月 

8
月 

6
月 

3
月 

10
月 

11
月 

3
月 

 

4
月 

11
月 

2
月 

3
月 

2
月 

3
月 

 

4
月 

10
月 

 

11
月 

 

4
月 

 
10
月 

 

11
月 

館山桟橋に着岸した菊丸 昭和33

市制施行20周年・新庁舎落成記念 昭和35

館山中央公園開設 昭和47第28回国民体育大会開催 昭和48第1回城まつり開催（中央公園） 昭和57コミュニティセンター開館 昭和58

七夕まつり（館山銀座商店街） 昭和41房総西線電化開通 昭和44

夏のカーニバル（館山駅前） 昭和33 市制施行当時の旧市庁舎（昭和35年撮影） 昭和14
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客
船「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
　
び
い
な
す
」（
２
万
６
千
５１８
ｔ
）初
寄
港 

館
山
自
動
車
道「
竹
岡
Ｉ
Ｃ
｜
富
津
中
央
Ｉ
Ｃ
」開
通 

富
崎
幼
稚
園
閉
園 

「
観
光
立
市
た
て
や
ま
行
動
計
画
」策
定 

「
第
52
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
」開
催 

安
房
高
男
子
剣
道
部
36
年
ぶ
り
２
度
目
の
日
本
一 

「
館
山
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」策
定 

那
古
船
形
地
区
学
習
等
供
用
施
設「
若
潮
ホ
ー
ル
」開
館 

高
速
バ
ス「
館
山
〜
千
葉
」線
運
行
開
始 

超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船「
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」館
山
〜
大
島
〜
下
田
間
運
航 

「
セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
」東
京
〜
館
山
〜
大
島
間
運
航 

市
議
会
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
生
中
継
配
信
開
始 

「
館
山
市
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」配
信
開
始 

「
道
の
駅
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
」登
録 

Ｊ
Ｒ
九
重
駅
新
駅
舎
使
用
開
始 

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
Ｓ
Ｌ
38
年
ぶ
り
に
内
房
線
を
疾
走 

沖
ノ
島
公
園
に
初
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

「
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
わ
か
し
お
」設
立 

客
船「
ふ
じ
丸
」（
２
万
３
千
２３５
ｔ
）初
寄
港 

館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
工
事
着
手 

館
山
自
動
車
道
全
線
開
通 

山
梨
県
笛
吹
市
と
災
害
協
定
締
結 

高
速
バ
ス「
館
山
〜
羽
田
空
港
・
横
浜
駅
線
」運
行
開
始 

県
立
安
房
高
等
学
校
野
球
部
21
世
紀
枠
で
甲
子
園
初
出
場 

館
山
市
教
育
セ
ン
タ
ー
廃
止 

館
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
社
団
法
人
化 

社
会
福
祉
法
人
太
陽
会
が
、旧
安
房
医
師
会
病
院
を
引
き
継
ぎ
、 

安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
を
ス
タ
ー
ト 

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
開
始 

館
山
市
初
の
女
性
農
業
委
員
誕
生 

ベ
リ
ン
ハ
ム
市
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
式
典
参
加
の
た
め
市
民
団
渡
米 

ベ
リ
ン
ハ
ム
市
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
記
念
式
典
開
催 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
た
め
の
館
山
中
継
局
開
局 

「
館
山
市
元
気
な
広
場
」開
設 

神
戸
幼
稚
園
と
房
南
保
育
園
が
統
合
し
、「
房
南
こ
ど
も
園
」開
園 

千
葉
県
立
安
房
博
物
館
が
館
山
市
へ
移
譲 

城
山
公
園
に「
里
見
茶
屋
」オ
ー
プ
ン 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」公
開
生
放
送 

39
年
ぶ
り
に「
南
総
文
化
ホ
ー
ル
」で
開
催 

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
市（
豪
）と
姉
妹
都
市
締
結 

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
開
催 

17
年 

      

18
年 

      

19
年 

         

20
年 

        

21
年 

3
月 

  

7
月 

8
月 

 

10
月 

1
月 

2
月 

 

3
月 

6
月 

8
月 

  

2
月 

 

3
月 

  

6
月 

 

7
月 

 

9
月 

3
月 

 

4
月 

  

7
月 

  

10
月 

3
月 

4
月 

   

7
月 

11
月 

粗
大
ご
み
処
理
施
設
竣
工 

館
山
市
総
合
計
画
策
定 

防
災
行
政
無
線
開
局 

国
道
１２７
号
館
山
バ
イ
パ
ス
部
分
開
通 

暴
力
追
放
都
市
宣
言 

館
山
駅
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
都
市
計
画
決
定 

船
形
保
育
園
新
築
移
転 

 

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催 

都
市
計
画
道
路
八
幡
高
井
線
開
通 

一
般
国
道
１２７
号
館
山
バ
イ
パ
ス（
館
山
地
区
）開
通 

館
山
市
公
共
下
水
道
事
業
認
可 

一
般
国
道
１２７
号
館
山
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通 

生
涯
学
習
施
設｢

菜
の
花
ホ
ー
ル｣

完
成 

第
１
回
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

館
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
、通
水
開
始 

市
営
水
道
、館
野･
九
重
地
区
給
水
開
始 

千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
開
館 

第
１
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
開
催 

館
山
市
水
道
と
三
芳
水
道
企
業
団
が
統
合
し
、三
芳
水
道
企
業
団
を
継
承 

館
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
事
業
廃
止 

鏡
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
通
水
開
始 

館
山
駅
橋
上
駅
舎
、自
由
通
路
完
成 

館
山
市
内
幼
稚
園
給
食
開
始 

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催 

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
市（
豪
）と
友
好
都
市
締
結 

館
山
港
が
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾
に
選
定 

安
房
医
師
会
新
病
院
完
成 

東
京
駅
行
き
高
速
バ
ス｢

房
総
な
の
は
な
号｣

運
行
開
始 

旧
市
営
国
民
宿
舎
鳩
山
荘
を(

株)

平
砂
浦
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
へ
貸
し
付
け 

新
館
山
市
総
合
計
画
策
定 

南
総
里
見
ウ
ィ
ー
ク
開
催 

ご
み
の
指
定
袋
制
度
導
入 

国
道
４１０
号
北
条
バ
イ
パ
ス
、都
市
計
画
道
路
青
柳
大
賀
線
開
通 

客
船「
飛
鳥
」（
２
万
８
千
８５６
ｔ
）初
寄
港 

房
州
う
ち
わ
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定 

館
山
駅
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
換
地
処
分 

客
船「
に
っ
ぽ
ん
丸
」（
２
万
１
千
９０３
ｔ
）初
寄
港 

「
安
房
や
わ
た
ん
ま
ち
」千
葉
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定 

赤
山
地
下
壕
跡
一
般
公
開
開
始 

一
般
国
道
１２７
号
富
津
・
館
山
道
路
全
線
開
通 

60
年 

 

61
年 

 

62
年 

63
年 

 

平
成 元

年 

2
年 

4
年 

 
5
年 

6
年 

7
年 

8
年 

  

9
年 

 

10
年 

  

11
年 

  

12
年 

     

13
年 

14
年 

 

15
年 

   

16
年 

5
月 

12
月 

3
月 

4
月 

6
月 

3
月 

4
月 

 

11
月 

5
月 

1
月 

3
月 

3
月 

11
月 

8
月 

1
月 

10
月 

 

6
月 

7
月 

4
月 

 

5
月 

3
月 

10
月 

11
月 

2
月 

5
月 

6
月 

  

12
月 

10
月 

7
月 

 

3
月 

 

5
月 

8
月 

3
月 

4
月 

5
月 

第52回全国高等学校剣道大会開催 平成17超高速ジェット船運航 平成18「元気な広場」開設 平成21「NHKのど自慢」開催 平成21

127号館山バイパス（館山地区）開通 平成4鏡ヶ浦クリーンセンター通水開始 平成10館山駅橋上駅舎・自由通路完成 平成11客船「飛鳥」初寄港 平成15




